
春への準備 

２月に入ります。寒さが厳しい季節です。俳句の季語で表すと残雪、余寒など寒さを表しているもの

もありますが、立春、初春、早春、梅、など春の訪れを感じられるような言葉もあります。「如月（きさ

らぎ）」という美しい旧暦の月名もあります。如月の語源には、寒さのために着物を重ねる「衣更着」、

春めいて陽気が盛んになる時季を意味する「気更来」などがあります。静かな気持ちで自然と向き合い

ながら、草木も動物たちも、そして私たちも、目覚めの季節への準備を始めるタイミングかもしれませ

ん。学校ではどの学年も１年間のまとめに入ります。学習面、生活面等において、一人一人の子供の成

長を確かめながら、進級、進学に向けての希望を大きく膨らませることができるよう指導して参ります。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年度  郡山市立赤木小学校だより 

あかりん通信  

第 19 号 令和 7年 1月 31 日 

文責 校長：小椋 敬次 

【 なわとび記録会に向けて 】 

各学年ともに２月に実施されるなわとび記録会

に向け、練習にも熱が入ってきました。体育の授

業はもちろんのこと、業間のながなわタイムも活

用し、記録の向上を目指して頑張っています。 

記録会では、個人種目（前後持久跳び、選択種

目跳び）、学年によっては、団体種目（長縄跳び）

を実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 感染症予防のため、保護者の皆様の参観はでき

ませんので、ご了承ください。 

 

 

【 6年生から5年生へ 】 

 今年度も残り 2 ヶ月となりました。6 年生は

卒業に向け、着々と準備を進めています。最高

学年として、先輩から引き継いだ伝統を守ろう

と、この 1年頑張ってきました。今度は、その

伝統を５年生に引き継ぐ番です。1 月 22 日に

は、あかまる班の引継ぎが行われ、次回からの

あかまる班活動の計画・準備を始め、清掃活動

も５年生が中心となって行います。５年生のみ

なさんには、６年生からバトンを受け継ぎ、赤

木小学校を支えていってほしいと思います。 

            〈引き継ぎ〉 

             ６年生から、活動

の進め方のコツや困

ったときの対処法を

教えてもらいまし

た。 

          〈清掃活動〉 

早速、低学年に手を貸

す様子も見られました。 

 

 

 

清掃活動も班長 

として仕切ります。 

 

 

 

 



                  

【お知らせ】 ２月前半の行事予定 

  ４日（火）学力テスト（国語・算数） 

       二中新入学保護者説明会 

  ５日（水）ファイヤーボンズ夢チャレンジ（５年） 

  ７日（金）五中学校説明会 

 １０日（月）赤木小新入児保護者説明会 

 １１日（火）建国記念の日 

 １２日（水）児童会各委員会 

 １４日（火）あかりんタイム 

 

※ 変更になる場合がありますので、ご了承ください。 

※ 学校だよりは、ホームページでも閲覧が可能です。 

 

【 ボッチャ体験教室 】 

 ボッチャは、ヨーロッパで生まれた重度脳性

麻痺者もしくは同程度の四肢重度機能障害者の

ために考案されたスポーツです。ジャックボー

ル（目標球）と呼ばれる白いボールに、赤・青の

それぞれ６球ずつのボールを投げたり、転がし

たり、他のボールに当てたりして、いかに近づ

けるかを競います。 

 １月３０日に、講師の先生をお招きし、ボッ

チャ体験教室をすみれ・たんぽぽ学級、３年生、

６年生が実施しました。 

〈すみれ・たんぽぽ学級〉 

               ルールもすぐ

に覚え、みんな

で楽しく活動す

ることができま

した。また、やり

たそうでした。 

〈３年生〉 

ボッチャは、

チームワークの

競技です。どこ

を狙うとよい

か、教え合って

いました。 

 

〈６年生〉 

               一投一投、形

勢が変わるので

チームで作戦を

練って真剣に取

り組んでいまし

た。 

 

 講師の先生のおかげ 

で、短い時間でしたが 

楽しく活動することが 

でいました。ありがと 

うございました。 

 

 

 

 

【 子供の言い分 】 

「だって僕だけじゃないもん！」「私じゃなくて

○○さんが悪い！！」。このように小さな子供でも

言葉を覚えてくると言い訳をすることが多くなり

ます。その時ついつい親も「言い訳しないの！」

と怒ってしまいがちです。 

ではなぜ、子供は言い訳をするのでしょう。 

①子供は当然のことながら失敗もまだ多い時期で

す。したがって一つの行動や行為に対して親から

注意されることも多々あります。子供も成長する

にしたがって善悪の判断が徐々についてきますか

ら「失敗すると怒られる」という気持ちが芽生え

てきます。この「怒られる」という感情が言い訳

につながっていきます。 

②前述のように子供も成長するとよい、悪いの判

断がついてきます。また悪いことをすると子供な

がらに「嫌われる」という感情も湧いてきます。     

子供は、優しい親から嫌われることを決して望ん

ではいません。だからつい言い訳を言ってしまい

ます。 

 言い訳をする子供にもこのような純粋な気持ち

があるのです。したがってまずは、子供の言い分

を最後まで落ち着いて聞いてあげることが大切で

す。子供の言い分を最後まで聞いてあげることで

子供にも「最後まで話を聞いてくれるなら正直に

話そう」という気持ちが芽生えるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 感染症予防のため、保護者の皆様の参観はでき

ませんので、ご了承ください。 

 

 


